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　西表熱帯林育種技術園は、平成８年に設置され、
これまで20年にわたり、亜熱帯海洋性気候の西表島
で、熱帯樹種のさし木やつぎ木の適期、着花習性、花
粉の貯蔵方法などを調べ、熱帯樹種に関する育種技
術の開発を進めてきました。
　これまでの成果として、熱帯の主要な造林樹種で
あるアカシア属やユーカリ属の複数樹種のクローン
増殖技術を確立するとともに、理論と実践例、発芽
試験、クローン増殖、樹形誘導の４分冊からなる熱
帯産等早生樹種の育種マニュアルを公開していま
す。さらに、アカシア属については、成長が良く病気
にも強いアカシア・ハイブリッドを作るための効率
的な人工交配技術を開発しており、こちらもマニュ
アルを公開しています。
　西表島は、日本列島の最南西端に位置し、年平均
気温23.7℃、年間降水量2,180mm、台風が年平均
4.1回接近します。こうした西表島の気候を活かした
屋外試験も行っています。
　熱帯から亜熱帯の海岸域に広く分布しているテリ
ハボクという常緑広葉樹は、沖縄でも防風林として
用いられています。木材は家具等に、種子から抽出
される油は化粧品等に利用できます。技術園では、
防風・防潮効果に優れたテリハボクの品種を開発す
るため、台湾林業試験所やフィジーなど南太平洋の
国々から構成される太平洋共同体と共同研究を行っ
ています。これまでに、南太平洋地域、台湾、八重山
諸島・宮古諸島のテリハボクには遺伝的分化があり、

幹形状比などの形質に産地間差・家系間差がありそ
うなことが分かりました。相互に種子を交換して試
験地を造成し、産地間の初期成長の違い等も調べて
いるところです。
　さらに、郷土樹種についても試験等を進めており、
沖縄の重要な造林樹種であるイジュや防風林に用い
られるフクギの増殖試験、ヤエヤマシタンなど絶滅
危惧種を含む八重山の遺伝資源について現地外保存
を行っています。
　こうした中、昨年11月に発効したパリ協定には、
温室効果ガスの人為的な排出と吸収を今世紀後半に
均衡させることが掲げられています。森林造成の他
には温室効果ガスを大量に吸収する技術が確立して
いませんので、排出と吸収を均衡させようとすれば、
多くの森林を造成する必要が生じると考えられま
す。
　途上国の森林減少及び劣化に由来する温室効果ガ
スの排出の削減等に向けた取組を奨励する条項も、
パリ協定には盛り込まれています。
　また、国際連合食糧農業機関の報告によると、最
近の５年間でも、アフリカと南米ではそれぞれ年平
均200万ha以上の森林が減少しています。
　以上のように熱帯林の保全・造成は依然として大
きな課題であり、途上国政府をはじめＮＰＯや企業
など熱帯林の保全や造成に取り組む皆様に熱帯樹種
の育種技術がご活用頂けるよう、今後とも技術開発
に努めて参ります。

　平成29年2月2日（木）に、東京都江東区の木

材会館において、「新品種が産みだす森林の未来」

をテーマに、林木育種成果発表会を開催し、都道府

県等から、約150名の方にご来場いただきました。

　名古屋大学大学院 戸丸信弘教授から、「森林の遺

伝的管理を考える」の特別講演、静岡県農林技術研

究所 森林・林業研究センター 山田晋也上席研究員

から、｢静岡県における特定母樹選抜の取組｣の特別

報告をいただきました。

　林木育種センター・育種場からは、各研究分野の

研究者から8課題について発表しました。

・平成28年度開発品種の解説

　育種第一課　育種調査役　田村　明

・カラマツ種苗の安定供給に向けた技術開発の取組

　育種第一課長　高橋　誠

・爽春と精英樹の交配による新たな無花粉スギ品種開発の取組

　育種第二課　主任研究員　大平　峰子

・有用な樹木の凍結保存技術の開発に向けて

　-種子から冬芽まで -

　保存評価課　研究員　遠藤　圭太

・ケニアにおける林木育種技術協力

　-郷土樹種を対象とした優良種苗の開発に向けた取組 -

　海外協力課　主任研究員　宮下　久哉

・薬用樹木カギカズラの生産効率化手法の開発

　森林バイオ研究センター　室長　谷口　亨

・東北（第二区）の抵抗性クロマツ採種園におけるジベレ

リンを用いた着花促進試験

　東北育種場　主任研究員　玉城　聡

・九州のスギ特定母樹とエリートツリーについて

　九州育種場　育種研究室長　栗田　学

 

　また、質疑応答では、今回開発された「林育不稔

1号」の特性やアカマツでの着花促進試験の実施等

について、行政の担当者及び都道府県研究機関の研

究者から、多くの質問が出され、参加者の林木育種

への関心の高さが伝わってきました。

 

　最後に、平成28年度林木育種成果発表会の締め

くくりとして、「優良品種等の早期普及に向けた取

組」をテーマに当センターの各部長等から、優良品

種を早期に普及させるため、品種開発の段階から育

苗に至るプロセスにおいて、ネットワークの構築や

民間企業との共同研究などに取り組んでいること

などを紹介しました。

　国や都道府県、各研究機関・企業等たくさんの方

にご来場をいただきましたことに感謝申し上げます。

（企画部　育種企画課　栗田　喜則） 

平成28年度林木育種成果発表会の開催
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写真1　成果発表会会場の様子

写真2　特別講演中の名古屋大学大学院 戸丸教授

写真3　林木育種センター各部長等からの報告
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